今年は憲法改正の危機

茨城県平和委員会・代表理事　水野秧一郎

2013年は、戦後の日本史の中でも、極めて重大な平和憲法の危機に、直面する情勢の下で幕を開けました。
　昨年の総選挙で、民意をゆがめる小選挙区の弊害や、新しい政治を求めた民主党に、期待を裏切られた厳しい審判によって、自民党が多数の議席を占めました。しかし、平和の世論は多数派として存在しており、国民の運動は脱原発、消費税増税反対、医療・介護・年金の充実を求め、さまざまな分野で運動を続け発展させています。

　また、「九条の会」も全国に広がり、「9条守れ」の声が多数を占めています。この国民のエネルギーと結びあい、参議院選挙で改憲と日米軍事同盟強化を狙う勢力に、厳しい審判を下し平和と憲法を守る勢力の前進をめざし、全力を挙げることが求められています。
　自民党・安部総裁を先頭とする憲法改悪への道筋は、まず戦争体制をつくる国防軍の設置です。

これは自衛隊の名称変更のようなレベルではありません。途方もないことを狙っています。

　その第一歩が改憲案の発議を国会の三分の二から過半数に緩める96条の改定です。さらに並行して、国家安全保障基本法の制定、内閣法制局の憲法解釈の変更という、外堀を埋める複数の選択肢で臨んでくると思われます。
　このような新たな憲法危機の情勢の下で、茨城県平和委員会は、1月27日開催された第3回理事会において6月の次期大会までに、①、100名の仲間を迎え入れると。②、活動者交流集会。
③、東海第二原発再稼動反対・廃炉。④、憲法フェスティバルの取り組みなど、山積する課題の成功に向け、全会員が一丸となって奮闘することを決定いたしました。去る2月11日に開催された百里平和記念公園での「初午まつり」には、関東一円をはじめ近隣の民主団体など、500名を超える仲間が結集し大成功を収めました。その勢いを持続させ次期、日本平和委員会、茨城県平和委員会大会を成功させましょう。
